
                                         
2009年 12月 

＜報道関係各位＞ 
 

～社会貢献・芸術文化事業の一環として、有望な音楽家を支援～ 

第 11回『ホテルオークラ音楽賞』受賞者決定 
辻井 伸行氏 〔ピアノ〕 

南 紫音氏 〔ヴァイオリン〕 

   ホテルオークラ東京「ロビーコンサート 25」にて授賞式、記念演奏会を開催 
日時：2010年 3月 25日（木） 18:00～19:00 

 
 
 
 

ホテルオークラ東京 
 

ホテルオークラ東京では、1996年より社会貢献・文化事業の一環として『ホテルオーク

ラ音楽賞』を設け、将来を嘱望される有望な音楽家を奨励してまいりました。このたび、

第11回『ホテルオークラ音楽賞』の受賞者を、厳正な選考の結果、ピアニストの辻井 伸行

（つじい のぶゆき）氏とヴァイオリニストの南 紫音（みなみ しおん）氏に決定いたし

ました。 

 

       辻井 伸行氏                             南 紫音氏 

              ©Yuji Hori                  ©Kiyotaka Saito 
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辻井 伸行氏は、2009年6月にアメリカで開催された「第13回 ヴァン・クライバーン国際

ピアノ・コンクール」で日本人初の優勝を果たし、現在最も注目されるピアニストの一人

です。 

南 紫音氏は、2004年にわずか15歳にして「第13回 アルベルトクルチ国際ヴァイオリン

コンクール」で優勝し、同年の10月に開催された「ロン・ティボー国際音楽コンクール」

では第2位を受賞するなど活躍の場を世界に広げつつある若手ヴァイオリニストです。 

ホテルオークラ東京は、この二人の活躍を称えるとともに、今後のさらなる活躍を期待

し授賞を決定いたしました。また、2010年3月25日（木）18時より、ホテルオークラ東京「ロ

ビーコンサート25」におきまして第11回『ホテルオークラ音楽賞』受賞者による記念演奏

会および授賞式を開催いたします。 

 

 

将来を嘱望される有望な音楽家を支援・奨励する『ホテルオークラ音楽賞』 

『ホテルオークラ音楽賞』は、ホテルオークラ東京の社会貢献・芸術文化事業の一環と

して1996 年の開業35周年を機に、近年めざましい活躍をされ、さらに将来が嘱望される音

楽家を支援・育成するための制度として創設いたしました。1996年に第1回、2000年に第2

回と、4年ごとに開催してまいりましたが、2001年の第3回以降、同賞を毎年定例のイベン

トとして実施する運びとなり、今回で11回目を数えます。本事業が一人でも多くの将来有

望な音楽家を支援し、より充実した音楽活動を行っていただくための一助となることを願

っております。また、『ホテルオークラ音楽賞』の活動を継続的に行っていくことにより、

日本が誇る芸術・音楽文化の発展に貢献してまいります。 

 

ホテルオークラ東京の社会貢献・芸術文化事業 

そのほかにも、ホテルオークラ東京では、メセナ活動を通じ社会貢献・芸術文化事業を

行うという方針のもと、一般参加による4年に1回開催しているホテルオークラ「第九」コ

ンサート、毎月25日にメインロビーで行う「ロビーコンサート25」を開催しております。

また、チャリティーイベントとして2月に「名家の逸品 礼の家・宴の美」、5月に「10カ

国大使夫人のガーデニング in Okura」、8月には「アートは世界のこどもを救う 秘蔵の

名品 アートコレクション展」などの事業・イベントを開催しております。 
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【受 賞 者】  辻井 伸行氏（ピアニスト）  

南 紫音氏 （ヴァイオリニスト） 
 
【選考委員】  選考委員長  松井 幹雄 （ホテルオークラ 代表取締役会長） 
      前 和男氏 （札幌コンサートホール kitara 元館長） 
      本名 徹次氏（ベトナム国立交響楽団ミュージック・ 
                     アドヴァイザー・指揮者、オーケストラ・

         ニッポニカ音楽監督） 
      諸石 幸生氏（音楽評論家） 
【奨 励 金】   各100 万円 
 
【副 賞】   ホテルオークラ東京 スイートルームペアご招待（１泊2食付） 
         記念トロフィー、アワードペンダント 
【受賞記念演奏会及び授賞式】 日時：2010 年3 月25 日（木）18：00～19:00 
               場所：ホテルオークラ東京 本館5階 メインロビー 
 
 
 
 
 

＜主旨＞      社会貢献・芸術文化事業の一環としてホテルオークラ東京開業35 周年 

（1996 年）を機に創設した、有望な音楽家育成を目的とした奨励制度。 

本制度は、近年めざましい活躍を行い、将来を嘱望される音楽家を奨励 

するものである。今後も本制度を継続していくことで、将来性のある音 

楽家の皆様への支援を可能な限り続けていくことを理念としている。 

 

＜選考基準＞    豊かな才能を持ち近年めざましい活躍をされ、今後の更なる活躍を 

嘱望される音楽家 

 

＜受賞人数＞   2 名（グループ） 
 
 
 
 
 

第 1１回 『ホテルオークラ音楽賞』 概要 

ホテルオークラ音楽賞について 
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辻井伸行（ピアノ） 

 2009年6月7日、第13回ヴァン・クライバーン国際ピアノ・コンクールにて日本人初

の優勝を飾った。また同時にビヴァリー・テイラー・スミス賞（コンクールのために書か

れた新曲の最も優れた演奏に対して授与される）を受賞。優勝後にはルール・クラヴィア・

フェスティバル（ドイツ）、アスペン音楽祭（アメリカ）へも出演を果たし、世界から注

目を集めている。今後は、2010年5月に予定しているアメリカ・ケネディーセンターでの

リサイタルや、6月にシカゴで行われるラヴィニア音楽祭への出演など、世界各地での公

演が予定されている。 

 

南 紫音（ヴァイオリン） 

 1989年北九州市生まれ。3歳よりヴァイオリンを始める。篠崎永育、篠崎美樹、西和田

ゆうの各氏に師事。現在、原田幸一郎氏に師事。桐朋学園大学在学中。 

 2000年、第54回全日本学生音楽コンクール福岡大会小学校の部第1位。同年、第10回

日本クラシック音楽コンクール全国大会小学校の部第2位（1位なし）。2002年、第56回

全日本学生音楽コンクール福岡大会中学校の部第1位。 

2004年よりイタリア・ナポリで行われた第 13回アルベルトクルチ国際ヴァイオリンコ

ンクールで僅か15歳にして優勝、翌年イタリアデビューを果たす。同年10月、ロン・テ

ィボー国際音楽コンクール第2位を受賞、リサイタルで最も優秀な演奏をした者に贈られ

る「サセム賞」も受賞した。2006年パリで行われたロン・ティボー国際コンクール・ガラ

コンサートにおいてフランス国立管弦楽団とも協演。この他、海外でも多くの楽団と共演。 

日本では読売日本交響楽団、東京都交響楽団、日本フィルハーモニー交響楽団、新日本

フィルハーモニー交響楽団、東京フィルハーモニー交響楽団などこちらも多くの交響楽団

に出演している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受賞者プロフィール 
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第1回  矢部 達哉 （ヴァイオリン） 
（1996 年度）  緑川 まり （声楽／ソプラノ） 

 
第2回   阪 哲朗 （指揮） 

（2000 年度） 佐々木 典子 （声楽／ソプラノ） 
 

第3回  徳永 二男 （ヴァイオリン） 
（2001 年度） 森 麻季 （声楽／ソプラノ） 

 
第4回   上岡 敏之 （指揮） 

（2002 年度）  高橋 薫子 （声楽／ソプラノ） 
 

第5回  小川 典子 （ピアノ） 
（2003 年度） 林 美智子 （声楽／メゾソプラノ） 

 
第6回   若林 顕 （ピアノ） 

（2004 年度）  大萩 康司 （ギター） 
 

第7回  小山 実稚恵 （ピアノ） 
（2005 年度） アントネッロ（アンサンブル） 

［濱田 芳通・石川 かおり・西山 まりえ］ 
 

第8回  庄司 紗矢香（ヴァイオリン） 
（2006 年度） 小菅 優（ピアノ） 

 
第9回   村治 佳織（ギター） 

（2007 年度）  佐藤 俊介（ヴァイオリン） 
 
  第10回      神尾 真由子（ヴァイオリン） 
（2008 年度）    田村 響（ピアノ） 
 

 
報道関係の方からのお問い合わせ先 

ホテルオークラ東京 営業企画部 広報課 天野・鈴木 
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 2－10－4  TEL：０３－３２２４－６７３１（直通） 

一般の方からのお問い合わせ先 
ホテルオークラ東京 ＴＥＬ：０３－３５８２－０１１１（代表） 

ホテルオークラ東京 ホームページ 
http://www.hotelokura.co.jp/tokyo 

※本プレスリリースは上記URLからもご覧いただけます。 

『ホテルオークラ音楽賞』 歴代受賞者 


